
今
月
の

▲子どもたちと水生生物のお勉強！

　
こ
の
春
、四
万
十
川
財
団
の
新
し

い
職
員
と
なった
丸
石
さ
ん
は
広
島

県
廿
日
市
市
佐
伯
町
の
ご
出
身
。平

成
の
大
合
併
で
廿
日
市
市
に
な
り
ま

し
た
が
、佐
伯
町
は
山
の
中
の
小
さ

な
町
だ
そ
う
で
す
。「
小
学
校
、中
学

校
と
、人
間
関
係
が
固
定
化
さ
れ
た

イ
ナ
カ
の
小
さ
な
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
の

中
で
過
ご
し
て
き
て
、高
校
は
広
島

市
内
に
出
た
い
と
思
って
い
た
の
と
、

勉
学
面
で
も
市
内
の
進
学
校
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
って
い
ま
し
た
」

そ
し
て
志
望
校
に
見
事
合
格
。小
学

生
の
頃
か
ら
陸
上
競
技
に
打
ち
込
ん

で
き
た
丸
石
さ
ん
は
、高
校
入
学
と

同
時
に
迷
わ
ず
陸
上
部
に
入
部
し
、

4
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
の
選
手
と
し
て

頑
張
り
ま
し
た
。ご
本
人
に
よ
る
と

「
ずっと
陸
上
を
やって
き
た
け
れ
ど
、

中
学
、高
校
と
、そ
れ
ほ
ど
大
し
た
選

手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、勝

つ
こ
と
よ
り
も
自
分
の
記
録
を
更
新

す
る
こ
と
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。自
分
の
壁
を
越
え
て
い
く

こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」。

　
そ
ん
な
丸
石
さ
ん
は
、いつの
頃
か

ら
か
抱
い
て
い
た
環
境
問
題
への
関

心
か
ら
、北
海
道
大
学
農
学
部
への

進
学
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
さ
す
が
に
難
関
。現
役
で
の

合
格
は
か
な
わ
ず
、広
島
市
内
の
予

備
校
へ
通
い
な
が
ら
捲
土
重
来
を
期

す
こ
と
に
。予
備
校
で
は
教
員
や
友

人
に
恵
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。暗
記

中
心
の
単
な
る
受
験
対
策
で
は
な
く
、

学
問
への
興
味
を
湧
か
せ
て
く
れ
る

教
員
や
、教
え
合
い
学
び
合
い
な
が

ら
共
に
伸
び
て
い
こ
う
と
す
る
友
人

た
ち
。そ
ん
な
環
境
で
さ
ら
に
学
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
丸
石
さ

ん
の
北
大
への
二
度
目
の
挑
戦
は
水

産
学
部
。そ
し
て
合
格
！
水
生
生
物

と
の
関
わ
り
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　
北
大
水
産
学
部
で
は
主
に
水
産

経
営
経
済
学
を
学
び
ま
し
た
。「一言

で
言
う
と
、漁
師
は
ど
う
す
れ
ば
食
べ

て
い
け
る
か
で
す
ね
」。大
学
生
活
で

取
り
組
ん
だ
も
う
ひ
と
つ
の
柱
が
あ

り
ま
す
。よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
で
す
。

2
0
0
を
超
え
る
参
加
チ
ー
ム
の
中

で
、常
に
上
位
を
争
え
る
チ
ー
ムに
所

属
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
が
高
知
と
の

関
わ
り
の
始
ま
り
。

　
濃
密
で
有
意
義
な
大
学
生
活
を

終
え
た
丸
石
さ
ん
は
、東
京
に
あ
る

大
手
居
酒
屋
チェ
ー
ン
に
就
職
。水

産
業
を
は
じ
め
と
す
る一次
産
業
に

携
わ
る
人
た
ち
の
た
め
に「
バ
イ

ヤ
ー
」に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で

し
た
。し
か
し
、実
際
に
手
が
け
る
仕

事
は
、店
舗
経
営
や
接
客
ば
か
り
。

初
志
の
実
現
な
ど
全
く
望
め
そ
う
に

な
い
と
悟
り
、1
年
半
で
退
社
。水
産

の
仕
事
が
し
た
い
と
悶
々
と
し
て
い

た
時
に
、移
住
相
談
会
に
参
加
。四

万
十
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、西
土
佐
の
鮎
市
場
で
働
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。鮎
市
場
で
2
年
半

勤
め
、協
力
隊
の
任
期
満
了
ま
で
残

り
半
年
と
い
う
と
こ
ろ
で
、縁
あって

四
万
十
川
財
団
の
ス
タッフ
と
なった

と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
本
筋
の
通
っ
た
生
き
方
を
貫
こ

う
と
す
る
丸
石
さ
ん
。地
に
足
のつい

た
学
び
、現
場
で
の
学
び
、根
本
か
ら

考
え
る
学
び
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
な
が
ら
、こ
の
流
域
の
住
民
の
中
に

「
自
然
に
混
ざ
り
合
って
」い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

丸石 あいみさん
（昭和）　

まるいし

　
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
・

テ
ニ
ア
ン
の
３
島
４
基
地
か
ら
、
姫
路
・
高
松
・
徳
島
、
そ
し

て
高
知
へ
の
爆
撃
の
た
め
ア
メ
リ
カ
陸
軍
航
空
軍
第
21
爆
撃
集

団
所
属
の
5
0
1
機
の
B-
29
爆
撃
機
が
出
撃
し
、
硫
黄
島
を

経
由
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。
１
９
４
５

年
７
月
４
日
未
明
、
第
73
爆
撃
団
の
B-
29
が
1
2
5
機
、
高

知
市
上
空
に
飛
来
。
午
前
１
時
52
分
か
ら
同
2
時
52
分
ま
で
に
、

1
0
6
0
．8
米
ト
ン
の
焼
夷
弾
を
投
下
。
死
者
4
0
1
人
・
重

傷
95
人
・
軽
傷
1
9
4
人
・
不
明
22
人
・
罹
災
人
口
4
万

7
3
7
人
・
罹
災
面
積
4
1
8
万
6
千
4
4
6
平
方
メ
ー
ト

ル
・
全
焼
壊
1
万
1
千
8
0
4
戸
・
半
焼
壊
1
0
8
戸
。
こ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
2
4
8
と
呼
ば
れ
る
空
襲
で
、
高
知
市
中
心
部
の

40
％
を
焼
失
。
高
知
城
の
一
部
が
被
害
を
受
け
、
坂
本
龍
馬
の

生
家
な
ど
江
戸
時
代
以
来
の
貴
重
な
町
並
み
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
戦
争
は
、
子
ど
も
・
女
性
・
お
年
寄
り
な
ど
一
般
庶
民
の
尊

い
生
命
が
必
ず
犠
牲
に
曝
さ
れ
ま
す
。
あ
の
日
か
ら
、
三
四
半

世
紀（
75
年
）が
経
過
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大
多
数
を

占
め
る
昨
今
で
す
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
・
平
和
の
尊
さ
を
後
世

に
永
劫
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

高
知
大
空
襲

え
い
ご
う

さ
ら し

ょ
う
い
だ
ん
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　このたび、元窪川町長の中平一男氏が、地方自治功労者
として「旭日単光章」を受章され、伝達式が行われました。
　このたび、元窪川町長の中平一男氏が、地方自治功労者
として「旭日単光章」を受章され、伝達式が行われました。

 故 中平 一男 氏（根元原・８２歳）
　氏は、昭和63年から平成８年までの８年間にわたり旧窪川町長と
して、農林水産業振興、観光振興、文化の振興、地域の活性化など
多くの分野について尽力されたその功績が認められ、今回受章さ
れたものです。

 故 中平 一男 氏（根元原・８２歳）
　氏は、昭和63年から平成８年までの８年間にわたり旧窪川町長と
して、農林水産業振興、観光振興、文化の振興、地域の活性化など
多くの分野について尽力されたその功績が認められ、今回受章さ
れたものです。

　6月8日に太陽工業株式会社より、新型コロナウイ
ルス感染症対策用布マスク300枚を寄贈していただ
きました。
　太陽工業株式会社は四万十町と「災害時における
応急対策用天幕等資機材の供給に関する協定」を締
結しており、大規模災害が発生した場合、その対応に
係る資機材の協力要請ができる体制となっています。
　いただいた布マスクは、町内の福祉事業所へ配布
する予定です。

　6月8日に太陽工業株式会社より、新型コロナウイ
ルス感染症対策用布マスク300枚を寄贈していただ
きました。
　太陽工業株式会社は四万十町と「災害時における
応急対策用天幕等資機材の供給に関する協定」を締
結しており、大規模災害が発生した場合、その対応に
係る資機材の協力要請ができる体制となっています。
　いただいた布マスクは、町内の福祉事業所へ配布
する予定です。

　土佐くろしお鉄道中村線は、令和２年10月１日に開業50周年
を迎え、お客様に感謝の気持ちを込めて、50周年記念イベントを
企画しています。
　記念イベントの一環として、開業当時からの思い出の写真や歴
史を振り返るパネル展を実施する予定です。パネル展に使用でき
る写真や当時のエピソードなどを募集しています。
　皆さまから寄せられる50年分の思い出を楽しみにお待ちしてい
ます。

【応募・お問い合わせ先】
〒787-0014 高知県四万十市駅前町７-１ 
土佐くろしお鉄道 総務部 企画営業課
☎0880-35-4962
（平日9時～17時）

●ホームページ ↓詳細はこちらから
https://www.tosakuro.com/

中平一男氏の長男 
中平 健太郎さん

きょくじつたんこうしょう

土佐くろしお鉄道中村線開業50周年記念イベント
開業当時からの
思い出写真・思い出のエピソード大募集！！

中村線開業50周年を記念して
ロゴマークを作成しました。

太陽工業株式会社より布マスク
300枚を寄贈いただきました

ご予約・お問い合わせ先 28 -5554 （四万十川ジップライン）
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